
高
山
市
文
化
協
会

　
ワ
ン
コ
イ
ン
・
シ
ア
タ
ー
の
開
催

「
岡
目
一
目
」

　

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
と
ヒ
ト
ラ
ー

を
並
べ
て
み
る
と
面
白
い
。
同

世
代
で
、
共
に
世
界
を
揺
る
が

し
た
天
才
と
言
え
る
。
ヒ
ト
ラ

ー
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
入
し
て

か
ら
パ
リ
を
占
領
す
る
ま
で
の

間
に
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
映
画

「
独
裁
者
」
を
作
っ
て
い
る
。

同
じ
年
齢
で
同
じ
チ
ョ
ビ
ヒ

ゲ
。

　
「
独
裁
者
」
を
作
っ
た
時
、

世
界
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
な
び
い
て

い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
、
資

本
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
な
び
い
て
い

た
が
、
映
画
は
大
当
り
で
世
界

中
の
人
の
心
を
捕
ら
え
た
。
こ

れ
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
の
人
気
は
衰

え
て
い
っ
た
。

　

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
言
っ
て
い

た
そ
う
だ
、「
ヒ
ト
ラ
ー
と
い

う
の
は
大
し
た
役
者
だ
」
と
。

共
に
人
の
心
を
持
っ
て
行
く
大

天
才
の
役
者
だ
っ
た
。
二
人
は

そ
れ
ぞ
れ
、
映
画
の
力
、
映
像

と
音
声
の
影
響
力
の
凄
さ
を
知

り
尽
く
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
両
者
の
決
定
的
な

違
い
は
、
根
底
の
「
笑
い
」
と

「
怒
り
」
で
あ
っ
た
。

　

人
間
は
誰
し
も
両
方
を
持
っ

て
い
る
。ユ
ー
モ
ア（hum

our

）

は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
（hum

an

）
か

ら
出
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
人

間
性
）
の
優
し
さ
で
あ
る
。
笑

い
は
本
人
も
周
囲
も
優
し
く
励

ま
し
、
世
界
の
平
和
に
つ
な
が

る
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

新春恒例の「飾り物展」の作品を募集します。
新春らしい題材の作品をお待ちしております。
◇テーマ　干支「申」又は歌会始のお題「人」。　　　　
　　　　　※「人」の字が入ること。熟語でも可。
◇資格　　市内町内会や同好会、各種団体、市内在住の個人。
◇規格　　概ね100センチ×90センチに収まること。
◇応募　　文化会館窓口で配布する応募用紙に、必要事
　　　　　項を記入の上、12月24日（木）までに、同窓口に
　　　　　提出か文化協会へ郵送、またはFAX。
［飾り物展日程］
◇日時　　1月15日（金）～17日（日）　午前9時～午後5時
　　　 　 （最終日は午後4時まで）
◇会場　　文化会館3階講堂・美術工芸室

　　　　ヤングチャレンジ部門　
高校生以下を対象とし、身近な道具で作る、若い感性あふ
れる飾り物を募集します。
　※「ヤングチャレンジ部門」と明記してください。

平成28年 新春飾り物展
作品募集

お
月
見
歌
会　
10
月
3
日
㈯
開
催

平
成
二
十
七
年
度
道
伝
え
の
日

◎
課
題
歌
「
月
」

一
席
　
屠
殺
所
に
明
日
行
く
牛
に
と
夜
の
更
け
に
汲
み
来
し
手
桶
に
月
の

　
　
　

ゆ
ら
め
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀　
　

甲
枝

二
席　

人
待
ち
て
深
く
冷
た
き
息
吸
へ
ば
月
に
一
つ
の
星
添
ひ
て
を
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
藤　

久
美

二
席
　
大
根
を
明
日
は
蒔
こ
う
畑
照
ら
す
月
は
大
き
な
笠
冠
り
お
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

文
子

雁
部
貞
夫
選

　
　
　

三
日
月
に
己
の
影
踏
み
踊
る
鬼
女
い
ち
め
ん
芒
の
安
達
ケ
原
に　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　
　

操

　
　
　

若
き
日
の
父
の
遺
影
を
枕
辺
に
老
い
ゆ
く
母
聴
く
「
月
の
光
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　

春
彦

◎
自
由
歌

一
席　

水
張
田
に
映
る
白
雲
ゆ
っ
く
り
と
畔
越
え
隣
の
田
に
移
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

恭
子

二
席　

朝
顔
の
蔓
は
あ
て
な
く
地
を
這
ひ
ぬ
子
ら
の
声
せ
ぬ
校
舎
の
裏
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
保　

洋
子

三
席　

雨
の
日
は
降
る
を
嘆
き
て
晴
れ
の
日
は
降
ら
ぬ
を
嘆
く
義は

は母
の
口

　
　
　

癖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
瀬　

亮
子

雁
部
貞
夫
選

　
　
　

起
き
ぬ
け
に
妻
と
手
の
平
打
ち
合
ひ
て
何
か
お
か
し
く
今
日
が
初

　
　
　

ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
内　

善
雄

　
　
　

当
て
も
な
く
夜
を
さ
ま
よ
う
二
人
の
子
守
る
人
な
き
街
写
し
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
賀　

要
子

◎
高
校
生
の
部
　
課
題
歌
「
月
」

入
賞

　
　
　

缶
コ
ー
ヒ
ー
を
コ
ン
ビ
ニ
袋
に
透
か
し
つ
つ
夜
を
運
ん
で
い
る
月

　
　
　

を
見
る　
　
　
　
　
　
　
　

飛
騨
神
岡
高
校
三
年　

川
上
こ
の
か

　
　
　

今
は
ま
だ
正
の
字
に
一
本
足
り
ぬ
ま
ま
君
と
話
せ
ぬ
十
六
夜
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
騨
神
岡
高
校
二
年　

波
岡　

梨
乃

　
　
　

空
笑
い
し
て
い
る
日
々
に
う
ん
ざ
り
で
ふ
と
見
上
げ
る
と
や
っ
ぱ

　
　
　

り
三
日
月　
　
　
　
　
　
　

飛
騨
神
岡
高
校
一
年　

荒
家　

芽
衣

　
　
　
「
ね
ぇ
見
え
る
？
」「
見
え
る
。
あ
な
た
は
？
」「
う
ん
、
見
え
る
」

　
　
　

電
話
越
し
の
君
と
満
月
を
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
騨
神
岡
高
校
二
年　

荒
木　

健
裕

　

高
山
市
文
化
伝
承
館
の
「
道
伝
え
の
日
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、
十
月

三
日
（
土
）
に
「
お
月
見
歌
会
」
を
開
催
し
、
一
般
四
十
二
名
、
高
校
生

二
十
一
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

十
一
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
選
者
に
「
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
」
中
央
幹

事
で
短
歌
結
社
「
新
ア
ラ
ラ
ギ
」
代
表
の
雁
部
貞
夫
先
生
を
お
迎
え
し
、

熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
に
、
応
募
者
に
よ
る
互
選
及
び
、
雁
部
先
生
の
選
ば
れ
た
短
歌
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
課
題
歌
一
席
に
選
ば
れ
た
堀
さ
ん
は
九
十
八
歳
で
、
毎

回
欠
か
さ
ず
応
募
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
新
事

業
と
し
て
「
ワ
ン
コ
イ
ン
・
シ
ア

タ
ー
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
高
山
最
後
の
映
画
館
が

閉
館
し
た
こ
と
に
よ
り
、
映
画
文

化
に
触
れ
る
機
会
が
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
当
協
会
は
、
話

題
の
作
品
や
高
山
に
縁
の
あ
る
作

品
を
上
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
映

画
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
そ

う
と
考
え
ま
し
た
。
気
軽
に
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
、
料
金
は
ワ
ン

コ
イ
ン
五
百
円
と
し
、
今
年
度
は

二
回
の
上
映
を
計
画
し
ま
し
た
。

（
裏
面
参
照
）

　

好
評
で
あ
れ
ば
、
来
年
度
以
降

も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

ま
た
希
望
す
る
作
品
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
当
協
会
主
催
事
業
の
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
ご
要
望
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。



（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

Ｔ
Ｐ
Ｃ
高
山
写
真
ク
ラ
ブ
写
真
展

◇
日
時
　
十
一
月
六
日
（
金
）
～

八
日
（
日
） 

午
前
九
時
～
午
後
七

時
（
最
終
日
午
後
五
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

高
山
ス
イ
ン
グ
エ
コ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時
　
十
一
月
十
四
日
（
土
）

　
午
後
六
時
三
十
分
～

◇
会
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
料
金
　
一
、〇
〇
〇
円

第
四
十
七
回
高
山
市
民
吹
奏
楽
団

定
期
演
奏
会

◇
日
時
　
十
一
月
二
十
一
日（
土
）

　
午
後
六
時
三
十
分
～

◇
会
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
料
金
　
一
般
一
、五
〇
〇
円
　

学
生
五
〇
〇
円

　
高
山
市
文
化
協
会
は
「
自
然
環

境
の
保
護
」
を
文
化
事
業
の
一
つ

に
掲
げ
、
そ
う
し
た
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

「
乗
鞍
岳
と
飛
騨
の
自
然
を
考
え

る
会
」
主
催
の
環
境
講
演
会
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

『
日
本
の
山
は
な
ぜ
美
し
い
』

　
　
～
飛
騨
山
脈
を
語
る
～

◇
日
時
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

午
後
二
時
三
十
分
～
午
後
四
時

◇
会
場
　
丹
生
川
支
所
二
階
ホ
ー
ル

◇
講
師
　
小
泉
武
栄
氏
（
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
委
員
会
顧
問
）

◇
入
場
無
料 

環
境
講
演
会
の
ご
案
内


